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ノ
イ
エ
ス
周
辺
の
木
々
も
芽
吹
き
は
じ
め
春
の
花
々
も
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

県
内
外
で
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
も
多
く
、
出
来
る
だ
け
見
て
回
る
よ
う
に
は

し
て
い
ま
す
が
、
講
演
会
を
聞
き
に
行
っ
た
り
映
画
な
ど
も
見
に
行
っ
た
り
と
・
・
・
。

歩
い
て
、
見
て
、
話
し
て
と
い
っ
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
で
の
企
画
展
で
は
、
在
廊
し
て
い
る
作
家
と
の
会
話
も
楽
し
く
近
作
の

モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
ま
た
画
材
や
技
法
な
ど
幅
広
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
画
壇
の
様
子
や
海
外
の
情
報
ま
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
興
味
深
い
で
す
。

ノ
イ
エ
ス
で
の
企
画
展
は
開
催
期
間
九
日
間
、
前
後
搬
入
、
搬
出
を
加
え
る
と
十

日
か
ら
十
一
日
間
を
作
品
と
向
き
合
い
、
作
家
と
共
有
出
来
る
時
間
が
持
て
ま
す
。

そ
し
て
展
覧
会
以
外
の
衣
食
住
に
関
し
て
の
こ
と
な
ど
も
話
し
ま
す
。
多
く
の
作

家
が
来
廊
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
て
ゆ
っ
く
り
話
し
を
す

る
機
会
も
あ
り
、
来
廊
さ
れ
た
方
々
も
楽
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
も
報
道
関
係
や
作
家
、
お
客
様
に
海
外
も
含
め
毎
月
七
〇
〇

通
以
上
を
郵
送
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
心
地
よ
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ノ
イ
エ
ス
で
は
、
二
月
と
十
一
月
に
「
ふ
る
本
市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
一
部
に
古
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
特
に
二
〇
〇
〇
冊
以
上

の
中
か
ら
手
軽
に
読
め
る
書
籍
約
三
〇
〇
冊
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
テ
レ
ビ
で
「
校
閲
ガ
ー
ル
」
と
い
う
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

校
閲
と
は
、
文
書
や
原
稿
な
ど
を
読
み
、
内
容
の
正
誤
や
適
否
を
確
認
し
、
内
容

の
矛
盾
や
表
現
の
誤
り
、
事
実
関
係
の
誤
り
、
原
稿
の
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
を

確
か
め
る
仕
事
の
こ
と
で
一
冊
の
本
づ
く
り
に
は
何
度
か
の
校
閲
が
さ
れ
ま
す
。

一
冊
の
本
が
出
来
上
が
る
ま
で
は
多
く
の
有
能
な
編
集
者
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

縁
あ
っ
て
大
手
出
版
社
の
編
集
者
と
同
席
す
る
こ
と
も
あ
り
、
幅
広
い
知
識
と
人

付
き
合
い
の
方
法
、
そ
し
て
酒
の
強
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

文
芸
誌
「
文
藝
」
の
編
集
長
を
長
年
さ
れ
て
い
た
寺
田
博
氏
が
書
か
れ
た
「
昼
間

の
酒
宴
」
の
後
書
に
「
文
芸
編
集
者
の
仕
事
の
四
分
の
三
は
水
面
下
に
隠
れ
て
い
て
、

水
面
上
に
姿
を
現
し
て
い
る
の
は
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
こ

と
だ
が
、
私
も
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

作
家
と
対
面
し
て
い
る
時
の
緊
張
感
と
ワ
ク
ワ
ク
感
は
何
な
の
か
・
・
・
と
よ
く

思
い
ま
す
。
図
書
館
に
並
ぶ
個
人
全
集
を
前
に
し
て
肉
声
を
、
姿
を
、
思
い
浮
か

べ
ら
れ
る
幸
せ
な
感
情
は
一
瞬
で
も
作
家
と
対
面
し
た
時
の
幸
せ
感
と
恐
ろ
し
さ

が
共
存
す
る
複
雑
な
宝
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

会
期　

四
月
七
日
（
金
）
～
十
日
（
月
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

第
３
回　

草
木
染
手
織
り
展

　

―　

伊
丹
公
子
と
織
り
び
と
達　

―

　
〈
展
覧
会
予
告
〉

新
井
勝
巳　

版
画
展　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　

二
〇
一
〇
年
に
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
「
版
画
と
油
彩
小
品
に
よ
る

新
井
勝
巳
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
独
特
の
色
彩
と
造
形
で
不
思

議
な
世
界
を
展
開
し
、
多
く
の
画
家
仲
間
を
は
じ
め
来
廊
さ
れ
た

方
々
に
も
好
評
で
し
た
。
今
回
、
交
友
を
長
年
温
め
て
き
た
画
家

仲
間
が
力
に
な
り
二
〇
一
五
年
に
逝
去
さ
れ
た
新
井
勝
巳
氏
の
版

画
作
品
を
展
示
致
し
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
「
新
井
勝
巳
の

版
画
」
の
世
界
を
ご
高
覧
下
さ
い
。

会
期　

四
月
十
三
日
（
木
）
～
十
九
日
（
水
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

愛
す
べ
き
天
才
画
家

　

村
上
肥
出
夫
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　

厚
塗
り
で
絵
具
の
盛
り
上
が
っ

た
マ
チ
エ
ー
ル
で
衝
撃
的
な
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
新
聞
な
ど
で
も

話
題
に
な
っ
た
「
村
上
肥
出
夫
」

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

昨
年
、
東
御
市
梅
野
記
念
絵
画
館

で
大
作
を
中
心
の
作
品
を
拝
見
し

ま
し
た
。ア
ト
リ
エ
で
描
き
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
よ
う
な
画
面
に
心
奪

わ
れ
ま
し
た
。

是
非
、
ご
高
覧
下
さ
い
。

第
２０
回　

樺
澤
健
治
作
陶
展

会
期　

四
月
二
十
一
日
（
金
）
～
二
十
七
日
（
木
）

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
七
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

　

  

＊
通
常
開
廊
時
間
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

＊
展
覧
会
会
期
中
以
外
は
、
休
廊
し
て
い
ま
す

展
覧
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
会
期
中
に
お
電
話
下
さ
い
。

会
期　

六
月
二
十
四
日
（
土
）
～
七
月
二
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

今
朝
、
出
勤
す
る
時
間
に
な
り
、
出
か
け
よ
う
と
し
た
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

昭
和
の
選
択　

東
京
大
空
襲
が
生
ん
だ
悲
劇
の
傑
作　

書
家
・
井
上

有
一「
噫
横
川
国
民
学
校
」が
始
ま
り
、慌
て
て
録
画
を
始
め
ま
し
た
。

　

井
上
有
一
の
作
品
は
、
三
十
数
年
前
か
ら
見
て
い
ま
す
が
、
い
つ

見
て
も
「
書
」
と
い
う
概
念
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
よ
う
な
表
現
に

驚
か
さ
れ
、
さ
ら
に
書
か
れ
た
文
字
性
に
対
し
て
の
作
家
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
貧
」
や
「
花
」
な
ど
の
漢
字
一
文
字
に
込
め

た
作
品
が
初
め
の
作
品
と
の
出
合
い
で
し
た
が
、
そ
の
後
「
東
京
大

空
襲
」「
噫
横
川
国
民
学
校
」
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

書
家
の
岡
部
蒼
風
や
新
井
狼
子
か
ら
若
い
頃
の
井
上
有
一
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
以
前
、
前
橋
で
井
上
有
一
展
を
し
た

時
に
画
廊
中
央
の
ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
り
寝
入
っ
て
い
る
姿
が
印
象

的
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
東
京
大
空
襲
」
は
、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
に
な
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は

見
逃
さ
な
い
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
卒
業
式
の
た
め
に
連
れ
て

き
た
幼
き
生
徒
た
ち
八
人
を
戦
火
で
亡
く
し
た
有
一
の
叫
び
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
で
す
。


